
榊
山
神
社
は
、
明
治
の
初
め
ま
で
は
大
宮
八
幡
宮
と
い
っ
た
。
 
 

正
徳
五
年
火
災
に
あ
い
伝
来
の
宝
物
、
古
文
書
を
焼
失
し
た
。
．
 
 
 

享
保
六
年
（
一
七
二
こ
四
月
当
国
の
大
守
松
平
安
芸
守
吉
長
の
免
許
を
受
け
 
 

用
材
を
下
賜
せ
ら
れ
、
同
九
年
十
一
月
約
三
歳
半
を
費
や
し
て
神
殿
が
再
建
さ
れ
 
 

ま
し
た
。
 
 

ふ
る
さ
と
熊
野
 
 

華
道
資
料
の
探
訪
 
 
 

享
保
九
甲
辰
歳
 
 

御
本
社
御
殿
再
興
 
 

大
工
 
大
阪
 
 

庄
屋
 
萩
原
 
 

享
保
九
（
一
七
二
四
）
甲
辰
九
月
 
 

石
燈
籠
 
ニ
ッ
 
 

享
保
九
甲
辰
九
月
 
 

右
手
水
鉢
 
 

（
再
掲
）
 
 

榊
山
神
社
の
石
造
遺
物
と
玉
垣
錆
文
 
 

安
政
六
（
一
八
五
九
）
巳
末
九
月
吉
辰
 
 
 

一
ツ
 
 

奉
献
願
主
 
 

当
社
 
 神

主
 
梶
山
甚
大
夫
 
 

宮
屋
六
良
兵
衛
 
 

馬
々
新
右
衛
門
 
 

願
主
 
萩
原
庭
馬
々
 
 

宗
像
斯
右
衛
門
 
 

願
主
 
紺
屋
垣
内
 
 

太
良
右
衛
門
 
 

孫
居
田
正
三
朗
 
 

奉
献
願
主
 
 

安
政
六
年
 
末
 
九
月
吉
祥
日
 
 

有 有 有 大 有 大 大 奈 広 広 尾  
馬 馬 馬 阪 馬 阪 阪 良 島 村 道  

渡
辺
玄
正
 
 

隼
田
源
兵
衛
 
 

東
屋
半
次
良
 
 

有
田
産
庄
三
朗
 
 

今
田
屋
弥
助
 
 

秋
田
産
小
兵
衛
 
 

楠
本
利
兵
衛
 
 

菱
屋
与
三
兵
衛
 
 

灰
吹
屋
弥
右
衛
門
 
 

信
濃
屋
善
助
 
 

一
文
字
屋
与
平
 
 

小
田
原
屋
庄
三
朗
 
 

江
戸
屋
久
兵
衛
 
 

渡
辺
勘
三
朗
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熊
野
村
に
於
け
る
毛
筆
の
生
産
は
、
頒
徳
碑
の
弘
化
頃
よ
り
早
く
天
保
五
年
頃
と
 
 

考
え
ら
れ
安
政
年
間
に
は
確
実
に
芸
州
筆
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
 
 
 

毛
筆
元
祖
頒
徳
碑
 
 
 

筆
と
い
へ
は
熊
野
を
思
ひ
熊
野
と
い
へ
は
筆
を
想
ふ
熊
野
筆
の
声
価
は
実
に
天
 
 

下
に
冠
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

抑
熊
野
筆
の
由
来
は
弘
化
（
一
八
四
四
）
の
頃
、
広
島
市
研
屋
町
に
浅
野
家
御
 
 

用
軍
司
に
吉
田
清
蔵
な
る
人
が
あ
っ
た
。
 
 

時
に
井
上
治
平
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
製
革
の
法
を
学
び
又
同
じ
頃
、
乙
丸
常
太
も
 
 

摂
津
の
有
馬
か
ら
製
筆
の
法
を
修
得
し
何
れ
も
帰
郷
し
て
村
人
達
に
こ
れ
を
伝
へ
 
 

た
の
が
そ
の
起
こ
り
で
あ
る
。
 
 

山
間
で
自
給
自
足
の
出
来
な
か
っ
た
一
寒
村
は
爾
来
農
耕
の
か
た
は
ら
こ
の
副
莫
 
 

に
励
ん
だ
。
 
 

こ
の
結
果
熊
野
筆
の
名
は
漸
次
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
遂
に
現
在
で
は
、
全
国
 
 

毛
筆
製
産
額
の
八
割
を
占
め
る
盛
況
を
呈
し
そ
の
品
質
も
亦
著
し
く
向
上
し
て
所
 
 

謂
、
東
京
筆
を
凌
駕
す
る
優
秀
品
を
出
す
ま
で
に
進
歩
し
、
道
の
大
家
の
絶
賛
を
 
 

博
す
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 
 

こ
れ
は
全
く
井
上
、
乙
丸
両
氏
の
功
に
拠
る
も
の
で
時
恰
も
熊
野
筆
発
生
後
百
 
 

年
に
当
た
る
の
で
郷
民
相
謀
り
其
の
俸
禄
を
頒
へ
そ
の
功
績
を
永
く
後
崖
に
伝
え
 
 

る
た
め
の
熊
野
町
商
工
会
の
名
に
於
い
て
こ
の
碑
を
建
て
た
。
 
 

昭
和
二
十
二
年
八
月
之
吉
 
 

桂
園
 
 
井
上
政
雄
 
 

45  



Ⅶ≡  －た   R ■  －  ■’R▲  十  

○
－
諒
博
明
卜
畑
は
匝
T
◆
 
 

禦
㌢
ふ
画
㌫
準
－
ら
る
l
丘
≡
・
 
 

ぎ
晋
骨
巻
 

吉
 

ト
 

三
誉
㌫
L
 
 

0
面
指
－
禦
完
〓
・
耶
配
一
 
 

三
融
山
一
十
一
撃
昭
撃
㌢
 
 

訂
耶
鞘
粁
叩
に
献
の
利
根
に
出
い
 
 

人
口
の
網
元
牙
の
一
に
過
r
ナ
 
 

耶
が
緋
㌫
梨
h
爾
許
し
禦
T
 
 
 

灰
t
村
野
の
計
上
・
三
見
る
に
竺
几
b
 
 

O
－
洋
沌
‥
ほ
提
1
。
 
 

⊥
甲
雪
雲
芸
還
芸
だ
し
て
田
鶴
ケ
 
 

丁
：
鱒
軒
賢
出
て
響
子
言
 
 

昭
繋
 

甘二束！叩一指；電て  
訟に笛；に 洩て  
ヤ通子村2王；改＝  
る 7、せ ろ 誓；  

るi箋、の 曾  
蘭
鳳
且
 

l二  

鑑三■ m－て．里■ち  丁
■
○
の
墾
正
一
†
■
開
 
 

T  － ム囁こ改：河；  モ  上鱒㍑汽に■  
百三西キL近  

ほ埠こ繁子（   

油て毘‡．粁及土  

l
 

⑳
鴫
即
肘
秤
．
 
 
 

ヰ
 
1
 
；
 
‘
 
】
 
い
 
 
 
し
－
く
，
■
 
 
し
＿
 
届
溝
寧
戒
賀
式
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
 
●
 
●
 
●
 
○
 
■
 
●
 
■
 
 
 
 
㌧
▲
本
日
年
前
九
特
上
b
 
 

・
、
」
エ
一
三
も
 
三
－
U
｝
t
い
ざ
’
‥
二
‘
い
㍑
丁
；
ら
 
 
れ
‥
・
 
 

郁
畢
町
の
毛
空
知
責
箭
警
‖
要
語
洋
品
 
 

門
人
ご
．
ビ
’
ヽ
．
・
’
 
 
 
し
小
，
■
ユ
，
 
拾
〓
十
七
咋
由
l
同
町
の
免
繹
た
ろ
 
 
 

〓
†
叫
び
 
 
 
J
ヘ
ー
．
リ
 
 
 
ー
ぃ
く
‖
・
・
 
r
韮
〃
碑
」
一
〝
痘
設
せ
ん
計
球
ぁ
ー
し
も
 
 

■
ヽ
J
 
紆
は
期
郡
…
肝
粥
瀧
昭
利
の
附
禦
二
守
 
 

ウ
リ
 
亡
 
 
 
 
 
 
 
t
ヲ
「
●
 
 
＿
中
、
 
T
．
 
 

琴
忠
告
一
ぎ
b
き
真
性
十
徳
年
を
泡
 
ご
’
 
 

打
川
・
‥
≠
州
ル
 
 

る
に
鮮
り
 
 

々
 
 

て
肝
蹴
の
此
耶
に
鋸
升
う
墾
㌘
鼓
て
 
 

〓
 
 

こ
 
 

な
る
 
 

一
て
し
 
 

等
硯
 
 

即
茹
㌫
思
せ
 
 

い
‘
〇
．
・
 

に
 

た
る
同
≡
十
七
瑚
就
わ
戯
郎
眺
鶴
帰
 
 

．
一
 
 
く
三
山
 
 

壬
 
一
 
 

し
五
十
紆
配
 
 

・
＿
 
ん
“
け
 
ぃ
 
 
 
一
T
 
 
 
 
リ
 
 

車
間
趣
e
「
筆
の
砕
J
 
 

う
 
 

察三笹  
世  

文界！：  

の
尭
 
 

同号の   
ム  
功吉  

の 氏l石  
贋ひ・は を  
を‘白き賛苦  
役≡か 見丈  
じ．．ら■rす   

交差王三   ’ 
L－’b 三ま雲  

能
州
野
町
郷
土
史
研
如
九
人
玉
 
 
 

い甘・毛三共吉堀  
誓
 

今
三
r
ゐ
 
モ
；
摩
蕾
蒜
 
 

ひ
 
 

行∴l〕二  

≡者  ‡・「但  
．斯ナ王威 斯 竜 

之元矢一  
をを  得 
こヾ■l賢ご  

く
の
如
く
 
 

調
度
中
 
 

三
を
ね
 
 

氏
が
熊
野
 
 

「
こ
■
 
 

堺琴丘氏－！こ－宜－ひ法主上l軟調ミ月ニー．弊：二し 糞rl  の 六 浦丈再言出完  
売？りjの紀1にべ備忘具ー匝lヱ町と十ご’尻書紀：わiた人三応一考芸の◆ぴ、せ  
＝一 F⊇．吏ノ．＿コl月旺11Jl■ゝ＿．払．■′．■＝＿＿．．・丁 ■l＿ L  ■ ．■∩●・・婁・Lノ￥t■lTゴ．h J．＿ご▲方三I 吏亡  に居軸三股二時き庭更  
闇ょる．き－せ 日；熊i旺；  

体積；八，七上 を却：支ヒ竜三暫≡の・如ミ群L  
的：官話濾長円モ♭・・生ヒつ 嵩ミ甚言に 零：驚き捜－が  

L＜と－はL・そ‘野せに琵；純真姓渦！す，T  1隅雪  ぷ
ー
し
禁
評
 
 

■
 
 
＿
た
 
．
．
 
■
 
現
計
∽
謳
は
又
ム
ニ
ー
 
 
 

即
 

丁
る
も
 
 

Iこ  

三  い
翫
の
那
須
禦
し
克
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
轟
 
粘
ほ
欄
鰍
諺
払
 
 

蓮上告え社主碑け金ヱる計だ  い上 捗さをの委T：．野思描 く  
よ‘讐慣皇室㌫慧感雲誓   ‘  

盲 
な皇帰ろ正 て物郡試て竃三L 地～同ぎ同一援て道号に ご 部 ▲ 一瞥LL一、一 －～一 d■レく′■ ．＿  A」ニ．▲ ＿」ヽt■一＿ ノ．亡da≡一■▼ヽ虞鯛．▲  ◆－  ▲ ー ㌫蒜増瑠ヒ・長逝官等賢治三ぎ福吉丁き荒；欝土  ．：者七べ三矢 酢の に  はい或irこ＿年三菜竺分三屋三は一社 人≡ 環！l土ける 入 

■者よの び会ミ■わ ■：と さ Uヽ（皿t  ！現渦ほ  

－46－  


	img-722203854-0050.jpg
	img-722203854-0051.jpg
	img-722203854-0052.jpg

